来賓挨拶１．原田令嗣　文部科学大臣政務官
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ただいまご紹介いただきました文部科学大臣政務官の原田令嗣でございます。日中Ｒ＆Ｄ連携シンポジウムの開催に当たりましてお祝いの挨拶を申し上げたいと思います。

　まず初めに斉譲（チィー・ラン）中国科学技術協会副主席、沈文慶（スン・ウェンチィン）中国国家自然科学基金委員会副主任をはじめ、多数の方々の訪日を心より歓迎申し上げます。また、本日ご参加の日中連携にご尽力されている皆様、企業の関係者、そして日ごろ研究活動に取り組んでおられる研究者の方々に改めて敬意を表したいと思います。

　21世紀は厳しい国際競争の時代であると同時に、人類共通の課題にともに立ち向かう地球共生の時代でもあります。情報通信産業など先端科学技術の成果に立脚した新産業が持続的な経済成長と人類の繁栄の鍵として注目されております。こうしたイノベーションを一層加速する源である科学技術の果たす役割はまさに人類にとって最も重要なものであります。

　世界的規模で見れば食料、資源エネルギーの不足、地球温暖化、自然災害など、人類が一致協力して取り組むことが不可欠な問題に対して先端科学技術を有する国々が協調して大きな貢献を果たしていくことが期待されております。

　我が国の科学技術政策の柱である第３期科学技術基本計画ではアジア諸国の研究者との交流を促進し、新たなネットワークを作り、アジア地域や世界の共通課題への対応を通じてアジア諸国との科学技術コミュニティの強化を図ることをうたっております。

　このような中で中国総合研究センターは昨年４月の設立以来、日中両国の科学技術動向に関する情報交換を精力的に行い、日中の総合理解を深める大きな力となりつつあります。

　今年は日中国交回復35周年の記念すべき年であります。私は中国の元総理である周恩来首相の「求同存異」（多様性を尊重しながら、大きな目標に向かって共に進もう）という言葉が大好きであります。今後とも当センターが日中両国間の科学技術分野の交流を通じて両国の科学技術の発展、ひいては人類社会の持続可能な発展に貢献することを期待しております。

　最後に本日の日中Ｒ＆Ｄ連携シンポジウムを通じて今後の日中の科学技術協力が一層強化され、未来志向のパートナーとしての信頼関係が着実に熟成されることを祈願いたしまして、お祝いの挨拶とさせていただきます。本当に今日はおめでとうございます。

